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読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

川尻地域のおじさん、おばさんが遊びの先生に

“児童館名人”登場にみんなワクワク

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
幻
想
と
感
激
の
竿
燈
ま
つ
り
。

夏
の
夜
空
を
光
が
揺
ら
め
く
こ
の

感
動
は
、
見
た
人
の
感
激
が
い
つ

ま
で
も
胸
に
残
る
秋
田
の
お
祭
り

で
す(

進
藤
キ
サ
子
　
66
歳
・
土
崎)

●
十
一
か
月
の
娘
を
連
れ
て
、
初

め
て
パ
ン
ダ
広
場
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
眠
く
て
ぐ
ず
っ
て
い
た
娘

も
、
同
年
代
の
た
く
さ
ん
の
お
友

だ
ち
に
囲
ま
れ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
。

体
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
を
た
く

さ
ん
教
え
て
も
ら
っ
て
、
娘
も
私

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
回
数
が
増
え
れ
ば
い
い
な

…
。
ま
た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す

(

村
越
美
幸
　
34
歳
・
御
野
場)

●
こ
の
間
、
市
役
所
に
ミ
ッ
キ
ー

と
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
が
や
っ
て
き
た

と
き
、
私
と
娘
も
ミ
ッ
キ
ー
た
ち

に
会
え
ま
し
た
。
ま
だ
四
か
月
の

娘
は
、
私
が
せ
っ
か
く
ミ
ッ
キ
ー

と
ミ
ニ
ー
に
声
を
か
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
、
頭
を
な
で
な
で
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
の
に
、
驚
い
て

泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

市
長
に
ほ
っ
ぺ
を
さ
わ
ら
れ
た
と

き
は
、
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
に

と
っ
て
は
、
ミ
ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー

よ
り
も
市
長
の
方
が
親
し
み
が
わ

く
の
か
な
ぁ
。
私
も
そ
う
な
ん
で

す
け
ど
…(

三
浦
千
春
　
27
歳
・

広
面)

●
震
度
六
級
の
揺
れ
が
続
い
た
宮

城
県
地
震
で
、
松
島
や
東
北
三
大

祭
り
の
「
仙
台
七
夕
ま
つ
り
」
の

観
光
客
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は

と
。
仙
台
に
転
勤
で
数
年
住
ん
だ

私
に
も
、
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
く
復
旧
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す(

須
田
惠
子

54
歳
・
横
森)

●
今
朝
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ま
わ

り
の
景
色
を
見
な
が
ら
田
ん
ぼ
は

緑
一
面
。
足
を
止
め
て
ま
わ
り
を

見
て
も
稲
穂
は
ま
だ
か
な
？
　
今

年
は
一
週
間
く
ら
い
も
遅
れ
て
い

る
と
か
。「
よ
く
育
つ
ん
だ
よ
」

と
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
天
候
を
期
待
し
、
ひ

と
り
言
で
の
散
歩
。

途
中
合
う
人
た
ち
や
畑
仕
事
の

か
た
な
ど
と
お
知
り
合
い
に
な

り
、
お
互
い
「
お
は
よ
う
」
と
の

あ
い
さ
つ
に
、
気
持
ち
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
、
毎
日
楽
し
み
い
っ
ぱ

い
の
散
歩
を
続
け
て
い
ま
す(

土

谷
穫
子
　
58
歳
・
飯
島)

●
育
児
コ
ー
ナ
ー
を
特
に
楽
し
み

７月26日、川尻児童館で「児童
館名人」の発足式が行われました。
これは、地域に住む“名人”が先
生になって、子どもたちに昔遊び
や将棋・囲碁などを教えるという
もの。名人に名乗りを上げた31人
は、隔月の第２土曜日に自慢の腕
を披露する楽しいイベントを企画
しています。
この日の出番は、読み聞かせ名

人と工作名人。子どもたちは、絵

本の読み聞かせに真剣に耳を傾け
たあと、紙てっぽうや竹を使った
空気てっぽう作りに挑戦し、シン
プルな遊びに大はしゃぎでした。
児童館運営委員長の上村敦さん

は、「まずは、子どもたちに地域
にどんな人が住んでいるのかを知
ってもらうことが大切。こういっ
た楽しいイベントを通し、学校外
教育の拠点として地域に開かれた
児童館づくりを進めていきます」

と話してくれました。

名人と一緒に空気てっぽう作り

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287



に
し
て
い
ま
す
。
離
乳
食
教
室
や

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
と
て

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦
健
診

が
七
回
ま
で
無
料
に
な
っ
た
り
と
、

秋
田
市
の
子
育
て
支
援
は
す
ば
ら

し
い
で
す(

武
藤
洋
子
　
31
歳
・
泉)

●
今
年
も
花
火
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
庭
先
で
や
る
線
香
花

火
か
ら
、
大
曲
の
競
技
会
の
花
火

ま
で
…
。
私
は
ど
の
花
火
も
大
好

き
で
す(

松
本
セ
チ
　
70
歳
・
大
住)

●
か
ん
き
ょ
う
宝
物
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
は
素
敵
な
写
真
ば
か
り

で
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

私
も
パ
チ
リ
と
撮
り
た
い
気
分
に

な
り
ま
し
た(
ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｎ

67
歳
・
八
橋)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「ＩＳＯ」14001、
問２が「50」㎏でした。

全問正解205通(応募総数205通)の中から、浅野良

夫さん(飯島緑丘町)、板垣百合子さん(川元むつみ町)、

加賀谷昭子さん(南通亀ノ町)、斎藤尚道さん(土崎港

西四丁目)、澤木智子さん(手形山西町)、地主京子さ

ん(御野場新町)、高田烈子さん(将軍野東二丁目)、

橋富士子さん(新屋松美町)、土谷猛さん(飯島田尻堰

越)、長谷川博さん(新屋朝日町)の10人のかたに図書

券をお送りします。

７月25日号の当選者

◆８月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

竿燈まつりで

今
年
の
夏
は
、
ギ
ラ
ギ
ラ
の
太
陽
が
顔
を

見
せ
ず
、「
夏
が
来
た
っ
」と
実
感
す
る
に
は
、

ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
い
感
じ
…
。
で
も
取
材

先
で
目
に
す
る
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
日
焼

け
し
た
顔
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
！
　
海
や
川

や
山
を
走
り
回
り
、
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

さ
て
、
短
い
夏
も
終
盤
の
今
日
二
十
二
日
、

仁
別
に
「
ま
ん
た
ら
め
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
昆
虫
観
察
、
も
の
作
り
、
天
体
観
測

な
ど
、
太
平
山
の
大
自
然
の
中
で
い
ろ
ん
な

体
験
が
で
き
る
こ
の
施
設
。
来
月
ま
で
市
内

の
小
・
中
学
校
の
宿
泊
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

一
杯
だ
そ
う
で
す
。
新
た
な
自
然
学
習
の
拠

点
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
ね
。

(

石
塚)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

地蔵田遺跡の木
柵復元体験に参
加した佐々木順
子さん(大住小学
校６年)

木柵の加工で初めて“なた”
を使って、とても手が疲れま
した。昔の人は木を石で削っ
たなんて、すごいなぁ。自分
の名前を彫った木柵がここに
ずっと残ると思うとうれしい
です。復元体験があればまた
参加してみたいな！

木柵は「ジュンコ」の名入り

煙が充満した室内を体験
火災時の室内の煙が充満し

た状態を再現した「煙中体験
ハウス」での訓練は、煙で前
が見えず、なかなか外へ脱出
ができませんでした。実際の
避難の難しさを、参加者全員
が感じ取ることができ、充実
した訓練となりました。

土崎地区の自主
防災訓練を主催
した越後屋満さ
ん

８月３日、八橋陸上競技場で行われた、JFAキ
ッズ(Uー６)サッカーフェスティバル2003で

歌で慰め、懐メロこそ命
懐メロを歌うのが好きで、

ボランティアで老人ホームを
慰問しています。懐メロ大好
きな人が多いので、とてもや
りがいがあります。自分の歌
で、元気になる人がいるのは
うれしいですね。(次回は９
月11日、中央公民館で)

懐メロを歌って
老人ホームを慰
問している加賀
屋一敬さん (土
崎)

09 広報あきた　８月22日号

空襲の写真を見て、昔を
思い出し、戦争のつらさと
平和の尊さの両方を今実感
しています。生きているす
ばらしさは、なにごとにも
代え難いですね。

セリオンで行わ
れた土崎空襲パ
ネル展に来てい
た土門勇喜さん

忘れない 土崎空襲…

土崎空襲の勉強をして、
戦争の悲惨な光景を見たと
きは、鳥肌が立ってじっと
していられませんでした。
だから今は、いつまでも平
和な笑顔の絶えない生活を
送りたいです。

笑顔の絶えない生活を

平和の尊さを実感

式典で平和のメ
ッセージを発表
した佐藤幸さん
(土崎中２年)


